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今
回
の
皇
位
継
承
に
際
し
て
行
わ
れ
た
即
位
の
礼
や
大

嘗
祭
等（
以
下
、「
一
連
の
儀
式
・
行
事
」と
す
る
）に
つ
い

て
、
憲
法
に
て
ら
し
て
検
討
す
る
。

第
一
に
、
一
連
の
儀
式
・
行
事
の
憲
法
と
皇
室
典
範

上
の
根
拠
を
確
認
す
る
。

憲
法
は
、「
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
つ
て
、
国
会

の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ

を
継
承
す
る
。」と
定
め
る
に
と
ど
め（
二
条
）、
皇
位
継
承

に
際
し
て
一
連
の
儀
式
・
行
事
を
行
う
こ
と
は
要
請
し
て

い
な
い
。
天
皇
の
国
事
行
為
の
一
つ
と
し
て「
儀
式
を
行

ふ
こ
と
」
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の（
七
条
一
〇
号
）、
国

事
行
為
は
政
治
に
関
係
の
な
い
形
式
的
・
儀
礼
的
行
為
を

指
す
一
。
天
皇
に
政
治
権
力
が
集
中
し
た
り
、
神
格
化
さ

れ
た
天
皇
が
政
治
利
用
さ
れ
た
明
治
憲
法
下
の
経
験
を
ふ

ま
え
て
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
経
緯
に
て
ら
せ
ば
、

天
皇
を
権
威
付
け
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
り
天
皇
の
権
威

を
利
用
す
る
行
為
に
対
す
る
厳
格
な
統
制
は
、
憲
法
上

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
仮
に
一
連
の
儀
式
・

式
典
が
皇
位
継
承
時
の
伝
統
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
と
し

て
も
、
そ
れ
ら
を
憲
法
七
条
一
〇
号
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

る
国
事
行
為
で
あ
る
と
安
易
に
根
拠
づ
け
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
。
天
皇
家
の
純
然
た
る
私
的
行
為
と
は
言
え
な

い
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
位
置
付
け
な
い
儀
式
・
式
典

に
は
、
少
な
く
と
も
法
律
上
の
根
拠
を
要
す
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
二

。

憲
法
が
皇
位
継
承
の
あ
り
方
を
委
ね
た
皇
室
典
範
は
、

皇
位
継
承
に
際
し
て
は「
即
位
の
礼
を
行
う
」
こ
と
の
み

を
定
め
て
お
り（
二
四
条
）、
旧
皇
室
典
範
一
〇
・
一
一
条

上
の「
祖
宗
ノ
神
器
ヲ
承
ク
」こ
と
及
び「
大
嘗
祭
」を
行

う
こ
と
を
あ
え
て
削
除
し
て
い
る
三

。
後
述
す
る
第
三
の

点
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
剣
璽
等
承
継
の
儀
や
大
嘗
祭
を
、

純
然
た
る
私
的
行
為
と
し
て
位
置
付
け
な
い
形
で
行
う
こ

と
は
問
題
が
あ
る
。

第
二

に
、
皇
室
典
範
二
四
条
上
の「
即
位
の
礼
」
に

含
ま
れ
る
と
さ
れ
た
儀
式
・
行
事
に
関
し
て

も
、
憲
法
原
理
に
て
ら
し
て
問
題
が
あ
る
も
の
が
含
ま
れ

て
い
た
。
例
え
ば
、
即
位
礼
正
殿
の
儀（
二
〇
一
九
年
一
〇

月
二
二
日
）で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
天
皇
が
高
御
座

（
た
か
み
く
ら
）か
ら
国
民
の
代
表
で
あ
る
首
相
ら
を
見
下

ろ
し
た
状
態
で「
お
言
葉
」
を
発
し
、
そ
れ
を
受
け
た
首

相
は
天
皇
を
見
上
げ
る
位
置
で「
寿
詞（
よ
ご
と
）」
を
述

べ
、
そ
の
後
万
歳
三
唱
し
た
。
現
行
憲
法
下
の
天
皇
は
、

政
治
的
権
能
を
有
さ
な
い
日
本
国
と
日
本
国
民
統
合
の
象

皇
位
継
承
に
際
し
て
行
わ
れ
た
一
連
の
儀
式
・
行
事
に
関
す
る

憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

皇
位
継
承
に
際
し
て
行
わ
れ
た
一
連
の
儀
式
・
行
事
に
関
す
る

憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

│
憲
法
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
あ
す
わ
か
グ
ッ
ズ
の
活
用
を
！

│
憲
法
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
あ
す
わ
か
グ
ッ
ズ
の
活
用
を
！

青
森

　河
合

　正
雄 

（
弘
前
大
学
）
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徴
に
す
ぎ
な
い
。
国
民
と
天
皇
と
の
関
係
を
主
客
転
倒
さ

せ
る
か
の
よ
う
な
構
造
の
も
と
で
行
っ
た
こ
と
は
、「
国
民

を
主
権
者
と
す
る
現
憲
法
の
趣
旨
に
相
応
し
く
な
い
」四
。

第
三

に
、
政
教
分
離
原
則
の
観
点
か
ら
も
問
題
が
あ

る
。
例
え
ば
、
大
嘗
祭
は
宗
教
色
が
あ
る
か
ら

こ
そ
皇
室
典
範
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
五

。
前
回
に
引
き

続
き
国
事
行
為
と
し
て
は
行
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
公
的

性
格
が
あ
る
皇
室
行
事
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
費

用
を
公
費
で
あ
る
宮
廷
費（
皇
室
経
済
法
五
条
）か
ら
支

出
し
た
六

。
天
皇
家
と
神
道
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
と
し
て
も
、
宗
教
色
の
強
い
儀
式
を
公
的
な
行
事
と

位
置
付
け
公
費
支
出
す
る
こ
と
は
、
政
教
分
離
原
則
に
抵

触
す
る
疑
い
が
強
い
七

。
こ
の
よ
う
な
儀
式
・
行
事
を
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
天
皇
家
の
純
粋
な
私
的
行
為
と
し
て
位

置
付
け
た
上
で
、
御
手
元
金
に
相
当
す
る
内
廷
費（
皇
室

経
済
法
四
条
）か
ら
支
出
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
八

。

第
四

に
、
一
連
の
儀
式
・
行
事
に
多
額
の
経
費
を
か

け
た
点
も
問
題
が
あ
る
。
今
回
の
即
位
に
伴
う

関
連
予
算
は
、
前
回
よ
り
も
増
額
し
て
い
る
。
仮
に
一
連

の
儀
式
・
行
事
を
皇
位
継
承
に
伴
う
伝
統
と
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
も
、
多
額
の
経
費
を
か

け
る
こ
と
も
伝
統
で
あ
る
か
は
疑
わ
し
い
。
日
本
国
憲
法

は
、
天
皇
の
権
威
付
け
や
天
皇
の
政
治
利
用
に
対
し
て
厳

格
な
統
制
を
か
け
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
。
政
教

分
離
原
則
に
抵
触
し
な
い
儀
式
・
式
典
で
あ
っ
て
も
、
可

能
な
限
り
経
費
を
か
け
な
い
形
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し

く
、
公
金
支
出
を
増
額
さ
せ
た
こ
と
は
適
切
さ
を
欠
く
。

加
え
て
、
天
皇
の
行
為
に
対
す
る
民
主
的
統
制
や
国
民
の

知
る
権
利
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
非
公
開
の
ま
ま
行
わ
れ

る
儀
式
に
対
し
て
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
の
是
非
を
問
う

視
点
も
重
要
で
あ
る
九

。

こ
の
よ
う
に
、
一
連
の
儀
式
・
行
事
に
は
、
様
々
な
憲

法
上
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
公
金
を
支
出

し
た
り
国
事
行
為
と
し
て
行
う
場
合
は
、
安
易
に
前
例

を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
主
権
原
理
や
政
教
分
離

原
則
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
式
・
行
事
が
天

皇
の
世
襲（
憲
法
二
条
）を
維
持
す
る
上
で
真
に
必
要
な

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。

 

一　

芦
部
信
喜
・
高
橋
和
之
補
訂『
憲
法（
第
七
版
）』（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）四
七
頁
。

二　

長
谷
川
正
安
・
清
水
睦
・
山
内
敏
弘
・
江
橋
崇
・
横

田
耕
一「
天
皇
制
と
法
─『
昭
和
天
皇
制
』の
憲
法
学
的

総
括
」
法
時
六
一
巻
六
号（
一
九
八
九
年
）三
四
頁（
山

内
発
言
）。

三　

横
田
耕
一「
皇
室
典
範
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
法
時
四

八
巻
四
号（
一
九
七
六
年
）四
五
頁
。

四　

大
阪
高
判
一
九
九
五
年
三
月
九
日
行
集
四
六
巻
二
・

三
号
二
五
〇
頁
。

五　
一
九
九
〇
年
五
月
二
四
日
参
・
内
閣
委
三
号
二
─
三

頁
、
工
藤
敦
夫
内
閣
法
制
局
長
官
答
弁
。

六　

二
〇
一
九
年
三
月
一
三
日
参
・
予
算
委
八
号
七
─
八

頁
、
西
村
泰
彦
宮
内
庁
次
長
答
弁
。
天
皇
の
行
為
に

関
す
る
学
説
及
び
実
務
に
つ
き
、
横
田
耕
一「
象
徴
天

皇
制
と『
国
体
』の
呪
縛
」法
律
時
報
編
集
部
編『
戦
後

日
本
憲
法
学
七
〇
年
の
軌
跡
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一

七
年
）六
七
─
六
九
頁
。

七　

佐
々
木
弘
道「
憲
法
七
〇
年
と
政
教
分
離
原
則
」
法

教
四
四
〇
号（
二
〇
一
七
年
）三
〇
・
三
四
─
三
五
頁
。

日
本
国
憲
法
下
に
お
け
る
大
嘗
祭
の
公
的
性
格
の
消
失

に
つ
き
、
土
屋
英
雄「
皇
位
の
継
承
」
大
石
・
石
川
編

『
憲
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）四
九
頁
。

八　

秋
篠
宮
記
者
会
見
発
言（
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
二

日
）。

九　

森
英
樹「
改
め
て
問
う
天
皇
制
と
は
─
二
〇
一
九
年

天
皇
代
替
わ
り
を
前
に
」「
青
年
法
律
家
」号
外（
二
〇

一
九
年
四
月
）九
頁
。



4

2020年2月25日発行　青年法律家

　
一
　
事
件
の
概
要

二
〇
一
〇
年
一
一
月
四
日
午
前
四
時
頃
、
津
谷
弁
護
士

が
受
任
し
た
離
婚
事
件
の
相
手
方
だ
っ
た
男（
当
時
六
六

歳
）は
、
靴
を
履
い
た
ま
ま
同
弁
護
士
宅
の
ガ
ラ
ス
を
割

り
、
実
包
が
装
て
ん
さ
れ
た
拳
銃
と
、
解
体
し
た
剪
定

ば
さ
み（
刃
体
の
長
さ
約
二
二
㎝
）
等
を
持
っ
て
津
谷
弁

護
士
の
寝
室
に
立
入
り
、
津
谷
弁
護
士
に
拳
銃
を
突
き

つ
け
、「
お
ま
え
を
殺
す
」と
叫
び
、
別
室
に
寝
て
い
た
妻

は
一
一
〇
番
通
報
を
し
た
う
え
廊
下
に
出
て
津
谷
弁
護
士

と
共
に
拳
銃
を
持
つ
手
を
上
に
持
ち
上
げ
て
男
と
揉
み

合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
一
〇
番
通
報
で
津
谷
宅
に
到
着

し
た
二
人
の
警
官
は
、
あ
ろ
う
こ
と
か
津
谷
弁
護
士
を

犯
人
と
誤
信
し
同
弁
護
士
を
磔
状
態
に
し
、
そ
の
隙
に
、

男
は
同
弁
護
士
の
腹
部
と
胸
部
を
剪
定
ば
さ
み
で
刺
突

し
、
同
弁
護
士
は
心
損
傷
に
基
づ
く
左
胸
腔
内
出
血
で

死
亡
し
た
。

　
二
　
秋
田
県
警
の
対
応
等

翌
一
一
月
五
日
、
秋
田
県
警
刑
事
部
長
は
、
会
見
で「
被

害
者
を
犯
人
と
勘
違
い
し
た
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
」と

述
べ
た
も
の
の
、
県
警
本
部
長
は
、
同
月
二
五
日「
犯
人

と
の
誤
認
や
勘
違
い
は
な
い
」
と
前
言
を
撤
回
し
た
。
そ

し
て
、
後
述
す
る
国
賠
訴
訟
で
は
、
同
弁
護
士
を
犯
人
と

誤
信
し
た
事
実
や
、
同
弁
護
士
を
磔
状
態
に
し
た
事
実
を

否
認
し
、
刺
殺
場
面
に
つ
い
て
、
警
官
Ａ
は「
応
接
室
か

ら
男
が
剪
定
ば
さ
み
を
も
っ
て
飛
び
出
し
て
き
た
の
で
と

っ
さ
に
身
を
交
わ
し
た
が
自
分
の
腹
部
が
刺
さ
れ
た
と
思

い
腹
部
に
目
を
や
っ
た
の
で
そ
の
後
の
場
面
は
見
て
い
な

い
」、
警
官
Ｂ
は「
突
進
し
て
く
る
男
を
後
ず
さ
り
し
な
が

ら
後
退
し
た
と
こ
ろ
本
箱
に
背
中
が
当
た
り
後
ろ
を
振
り

向
い
て
い
る
う
ち
に
男
は
津
谷
弁
護
士
と
と
も
に
津
谷
弁

護
士
の
寝
室
に
な
だ
れ
込
ん
だ
の
で
同
弁
護
士
の
刺
突
場

面
は
見
て
い
な
い
」な
ど
と
弁
明
す
る
有
様
だ
っ
た
。

　
三
　
刑
事
事
件

二
〇
一
一
年
七
月
一
四
日
、
公
判
前
整
理
手
続
が
開
始
さ

れ
、
以
降
七
回
の
同
手
続
を
経
て
、
刑
事
事
件
の
公
判
が

開
始
さ
れ
た
が
、
同
審
理
で
は
、
単
に「
男
が
津
谷
弁
護

士
を
剪
定
ば
さ
み
で
刺
突
し
た
」
事
実
の
み
を
公
訴
事
実

と
し
、
秋
田
地
裁
は
、
同
年
一
二
月
九
日
、
男
に
対
し
懲

役
三
〇
年
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
男
は
こ
れ
を
不
服
と

し
て
控
訴
、
検
察
側
も
量
刑
不
当
を
理
由
に
控
訴
し
た
。

仙
台
高
裁
秋
田
支
部
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
二
五
日
、

「
寝
室
で
二
回
拳
銃
の
引
き
金
を
引
い
た
事
実
を
訴
因
に

し
な
い
ま
ま
認
定
し
た
の
は
訴
訟
手
続
上
法
令
違
反
で
あ

る
」
と
し
、
一
審
判
決
を
破
棄
・
差
戻
す
判
決
を
言
い
渡

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
検
察
が
上
告
し
、
最
高
裁
は
二

宮
城
県

　吉
岡

　和
弘

仙
台
高
裁
秋
田
支
部
判
決

　秋
田
弁
護
士
殺
害
事
件

国
家
賠
償
訴
訟

仙
台
高
裁
秋
田
支
部
判
決

　秋
田
弁
護
士
殺
害
事
件

国
家
賠
償
訴
訟

│
憲
法
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
あ
す
わ
か
グ
ッ
ズ
の
活
用
を
！

│
憲
法
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
あ
す
わ
か
グ
ッ
ズ
の
活
用
を
！
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〇
一
四
年
四
月
二
二
日
法
令
違
反
は
な
い
と
し
て
破
棄
・

差
戻
す
判
決
を
言
い
渡
し
た（
判
時
二
二
二
七
号
一
二
七

頁
）。そ

し
て
、
同
年
九
月
二
四
日
、
控
訴
審（
差
戻
審
）は

男
を
無
期
懲
役
と
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
、
男
は
上
告
し

た
が
、
最
高
裁
は
二
〇
一
六
年
四
月
一
九
日
同
上
告
を
棄

却
す
る
決
定
を
出
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
異
議
を
退
け
仙

台
高
裁
無
期
懲
役
判
決
が
確
定
し
た
。

　
四
　
国
賠
事
件

⑴　

一
審
判
決

津
谷
弁
護
士
の
遺
族
は
、
事
件
か
ら
三
年
に
な
ろ
う
と

す
る
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
九
日
、
男
と
秋
田
県（
秋
田
県

警
）を
被
告
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
二

人
の
警
察
官
の
目
の
前
で
同
弁
護
士
が
二
度
に
わ
た
っ
て

刺
突
さ
れ
た
の
は
両
警
官
の
過
失
で
あ
り
、
ま
た
秋
田
県

警
の
規
制
権
限
不
行
使
に
よ
る
不
作
為
の
違
法
が
あ
る
と

主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
秋
田
地
判
平
成
二
九
年
一
〇
月

一
六
日（
判
時
二
四
二
三
号
五
二
頁
以
下
）は
、
男
が
津
谷

弁
護
士
を
刺
殺
し
た
事
実
は
認
め
た
も
の
の
、
現
場
到
着

か
ら
男
が
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
二
分
二
五
秒
の
時
間
し
か
な

く
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
。
秋
田
県
で
は
凶
悪
事
件
が
少

な
く
日
頃
か
ら
の
訓
練
や
意
識
の
涵
養
が
十
分
で
な
か
っ

た
な
ど
と
呆
れ
た
判
示
を
す
る
な
ど
し
て
両
警
察
官
の
過

失
を
否
定
し
た
。
原
告
ら
と
男
が
各
控
訴
し
た
。

⑵　

控
訴
審
判
決

仙
台
高
裁
秋
田
支
判
平
成
三
一
年
二
月
一
三
日（
判
時

二
四
二
三
号
三
四
頁
以
下
）は
、「
警
察
官
に
よ
る
規
制
権

限
の
行
使
は
特
定
個
人
が
犯
罪
等
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
特
定
個
人
に
対
す
る
個
別
の
法
的
義
務
に

な
る
と
し
、
危
険
の
切
迫
性
、
認
識
可
能
性
、
結
果
回
避

･

防
止
の
可
能
性
、
結
果
回
避
の
容
易
性
を
も
っ
て
規
制

権
限
行
使
の
違
法
判
断
を
す
る
」と
の
判
断
枠
組
み
を
前

提
と
し
て
、「
両
警
察
官
が
津
谷
弁
護
士
を
安
全
な
場
所

に
誘
導
し
て
い
れ
ば
同
弁
護
士
が
殺
害
さ
れ
る
事
態
と
は

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」、「
国
民
の
法
益
保

護
、
犯
罪
の
予
防
等
の
た
め
の
警
察
活
動
を
責
務
と
す
る

警
察
官
と
し
て
は
被
疑
者
の
逮
捕
よ
り
も
国
民
の
生
命
身

体
の
保
護
を
優
先
す
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」、「
津

谷
弁
護
士
へ
の
危
険
が
一
時
的
に
低
減
し
た
状
況
下
に
あ

っ
た
の
に
両
警
察
官
の
対
応
に
よ
り
そ
の
危
険
を
増
加
さ

せ
た
。
両
警
察
官
の
臨
場
後
の
対
応
は
客
観
的
に
み
て
失

態
を
重
ね
て
最
悪
の
事
態
を
招
い
た
」、「
両
警
察
官
が
現

場
臨
場
に
当
た
っ
て
然
る
べ
き
準
備
を
し
た
形
跡
が
な
い

こ
と
は
誠
に
問
題
で
あ
る
」
な
ど
と
強
い
文
言（
下
線
部

参
照
）を
用
い
て
秋
田
県
警
の
対
応
の
杜
撰
さ
と
一
審
判

決
の
誤
り
を
指
摘
し
、
遺
族
ら
逆
転
勝
訴
の
判
決
を
言
い

渡
し
た
。
秋
田
県
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
上
告
及
び
上

告
受
理
の
申
立
て
を
し
た
。

⑶　

最
高
裁
決
定

秋
田
県
は
、
上
告
理
由
で「
高
裁
判
決
は
警
官
に
現
場

で
の
積
極
的
行
動
は
控
え
よ
う
と
の
事
な
か
れ
主
義
的
考

え
を
広
げ
警
察
活
動
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
」

な
ど
と
主
張
し
た
が
、
最
高
裁
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一

九
日
、
秋
田
県
の
上
告
棄
却
・
不
受
理
決
定
を
す
る
に
至

っ
た
。

　
五
　
感
想

妻
・
良
子
さ
ん
は
、
事
件
後
、「
私
が
一
一
〇
番
を
し

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
警
察
を
呼
ば
な
け
れ
ば
夫
は
殺
さ

れ
な
い
で
済
ん
だ
」
と
呟
い
た
が
、
同
発
言
に
本
件
の
本

質
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
県
警
通
信
指
令
室
は「
主
人
を

殺
す
と
言
っ
て
い
ま
す
」と
の
一
一
〇
番
通
報
を
受
け
た
以

上
、
直
ち
に
現
場
状
況
の
把
握
に
努
め
、
現
場
に
臨
む
警

察
官
ら
に
拳
銃
や
防
護
服
等
の
着
用
、
男
の
衣
服
や
特

徴
、
室
内
に
踏
み
込
む
時
期
等
、
現
場
を
事
無
く
制
圧

す
る
た
め
の
最
善
の
指
示
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
を

「
単
純
な
喧
嘩
・
口
論
の
類
」と
即
断
し
、
二
人
の
警
察
官

に
な
ん
ら
適
確
な
指
示
・
連
絡
を
せ
ず
、
警
棒
所
持
も
対

人
防
護
服
の
装
着
を
も
指
示
せ
ず
、
室
内
の
様
子
を
窺

わ
せ
る
こ
と
な
く
、
漫
然
、
殺
人
が
実
行
さ
れ
よ
う
と
す

る
現
場
に
不
用
意
に
踏
み
込
ま
せ
た
結
果
、
津
谷
弁
護
士

を
侵
入
し
た
男
と
取
り
違
え
て
身
体
を
拘
束
し
、
男
に
二

度
に
も
わ
た
っ
て
刺
殺
行
為
を
許
す
機
会
を
付
与
す
る
に

至
っ
た
。
現
場
の
状
況
把
握
も
な
く
不
用
意
に
現
場
に
踏

み
込
む
こ
と
が
い
か
に
危
険
を
増
大
さ
せ
事
態
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
か
は
警
察
官
が
最
初
に
学
ぶ
犯
罪
捜
査

の
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弛
緩
し
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切
っ
た
通
信
指
令
室
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
業
務
さ
え
履

行
す
る
こ
と
な
く
終
始
し
た
結
果
、
津
谷
弁
護
士
を
死
に

至
ら
し
め
た
。
同
事
実
経
緯
か
ら
し
て
、
本
件
は
、
む
し

ろ
、
秋
田
県
警
全
体
の
組
織
的
過
失
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

べ
き
事
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
仙
台
高
判
平
成
三
〇
年

四
月
二
六
日（
大
川
小
津
波
国
賠
事
件
。
判
時
二
三
八
七

号
三
一
頁
）は
、
学
校
防
災
に
携
わ
る
学
校
設
置
者
、
校

長
、
教
頭
、
市
教
委
ら
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
組
織
的
過

失（
児
童
ら
の
安
全
を
守
る
た
め
、
平
時
か
ら
各
持
ち
場

で
与
え
ら
れ
た
職
務
を
遂
行
す
べ
き
義
務
の
不
履
行
）を

認
め
た
が
、
今
後
、
警
察
に
関
す
る
事
案
で
も
、
現
場
に

臨
場
し
た
警
察
官（
現
場
部
局
）の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、

彼
ら
を
指
揮
命
令
す
る
通
信
指
令
室
等（
指
揮
・
計
画
・

立
案
部
局
）の
過
失
を
警
察
組
織
全
体
の
過
失
と
捉
え
る

構
成
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
案
の
本
質
や
実
態
に
添
う

認
定
を
引
き
出
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
六
　
謝
礼

秋
田
弁
護
士
会
の
会
長
を
務
め
、
現
役
の
日
弁
連
・
消

費
者
問
題
対
策
委
員
長
で
あ
っ
た
津
谷
弁
護
士
が
二
人
も

の
警
察
官
が
臨
場
す
る
現
場
で
死
亡
し
た
こ
と
に
私
達
弁

護
士
は
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。

妻
の
良
子
さ
ん
は
、
事
件
の
現
場
に
居
合
わ
せ
、
目
の

前
で
夫
を
失
っ
た
衝
撃
や
苦
し
み
を
抱
え
な
が
ら
事
件
発

生
か
ら
九
年
間
に
わ
た
り
事
件
の
真
相
を
訴
え
続
け
て
き

た
。
そ
し
て
、
今
般
の
最
高
裁
決
定
を
得
て
、「
や
っ
と

夫
も
納
得
し
て
く
れ
る
判
決
を
勝
ち
取
れ
た
」と
安
堵
の

表
情
で
記
者
会
見
を
行
っ
た
。
弁
護
団
は「
秋
田
県
警
が

津
谷
弁
護
士
の
生
命
身
体
の
安
全
を
確
保
す
べ
き
義
務

を
怠
っ
た
と
判
断
し
た
高
裁
判
決
を
最
高
裁
が
維
持
し
た

の
は
今
後
の
警
察
活
動
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
極
め

て
意
義
深
い
決
定
だ
。
全
国
の
警
察
は
最
高
裁
決
定
を
真

摯
に
受
け
止
め
て
、
日
々
の
警
察
活
動
に
邁
進
し
て
ほ
し

い
。
本
決
定
は
、
消
費
者
被
害
の
予
防
と
救
済
に
邁
進
し

て
い
た
津
谷
弁
護
士
が
命
を
落
と
さ
ず
に
す
ん
だ
は
ず
で

あ
っ
た
こ
と
を
も
意
味
し
、
そ
れ
だ
け
に
津
谷
弁
護
士
を

失
っ
た
悲
し
み
と
無
念
さ
は
募
る
ば
か
り
だ
」と
の
コ
メ
ン

ト
を
発
表
し
た
。

本
件
で
は
、
全
国
か
ら
二
三
〇
名
も
の
弁
護
士
が
代
理

人
に
就
任
し
裁
判
に
臨
ん
で
く
れ
た
。
ま
た
、
六
二
〇
名

の
方
々
か
ら
幾
度
と
な
く
多
額
の
カ
ン
パ
を
賜
っ
た
。
お

陰
で
常
任
弁
護
団
員（
大
阪
・
国
府
泰
道
、
東
京
・
清
水

勉
、
出
口
か
お
り
、
仙
台
・
鈴
木
裕
美
、
秋
田
・
江
野

栄
、
近
江
直
人
、
西
野
大
輔
、
虻
川
高
範
、
松
本
和
人
、

丸
山
紗
代
子
、
森
田
祐
子
、
冨
田
大
）は
一
丸
と
な
っ
て

一
四
一
回
に
の
ぼ
る
弁
護
団
会
議
を
開
催
し
奮
闘
で
き
た
。

九
年
間
に
わ
た
り
、
訴
訟
活
動
費
用
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

な
く
の
び
の
び
と
活
動
で
き
た
前
提
に
は
、
皆
さ
ん
方
の

心
温
ま
る
励
ま
し
と
カ
ン
パ
提
供
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら

篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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のさまざまな教訓が惜しみなく盛り込まれています。本記念誌に綴られた青法協の歴史と
会員の活動は、その一つひとつに、憲法の平和的・民主的条項擁護の旗を高く掲げ、人権
侵害の被害者とともにあってその救済をはかり、新たな課題に
果敢に挑戦するという青法協の“魂”というべきものを教えられ
る、人権活動に取り組む弁護士・研究者必携の書です。

Ｂ5版・280ページ
定価2,500円（税込）

青法協弁護士学者合同部会設立40周年記念誌

人権の砦として
―弁学合同部会40年の軌跡―



7

青年法律家　2020年2月25日発行

一　

明
治
公
園
国
賠
訴
訟
と
は

本
件
は
、
二
〇
二
〇
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下

「
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
パ
ラ
」と
い
う
）の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
と
さ
れ
る
新
国
立
競
技
場
の
建
設
の
た
め
に
、
都
立
明

治
公
園
の
大
き
な
部
分
が
廃
園
さ
れ
た
上
、
独
立
行
政
法

人
に
無
償
で
貸
与
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
公
園
で
起
居

し
て
き
た
野
宿
生
活
者
ら
を
仮
処
分
手
続
で
強
制
的
に
排

除
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
裁
判
で
あ
る
。

原
告
は
野
宿
生
活
者
二
名
と
支
援
す
る
四
団
体（
国
立
競

技
場
周
辺
で
暮
ら
す
野
宿
生
活
者
を
応
援
す
る
有
志
、
反

五
輪
の
会
、
渋
谷
・
野
宿
者
の
生
存
と
生
活
を
か
ち
と
る
自

由
連
合
、
山
谷
労
働
者
福
祉
会
館
活
動
委
員
会
）で
あ
る
。

被
告
は
、
本
件
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
国
立
競
技
場
の
設

置
・
管
理
・
運
営
の
主
体
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）、
東
京
都
、
国
で
あ
る
。

原
告
ら
は
、
被
告
ら
を
相
手
に
損
害
賠
償
を
求
め
、
二

〇
一
八
年
三
月
一
三
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た

（
東
京
地
裁
民
事
一
六
部
平
成
三
〇
年（
ワ
）第
七
九
八
四

号
）。

二　

本
件
提
訴
に
至
る
経
緯

二
〇
一
三
年
九
月
八
日
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催

さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、
東
京
が
二
〇
二
〇
年
大
会
の
開

催
地
に
選
ば
れ
た
。

新
国
立
競
技
場
は
二
〇
一
九
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
と
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
パ
ラ
の
両
方
で
使
う
た
め
に
、

二
〇
一
四
年
夏
に
旧
国
立
競
技
場
の
解
体
を
始
め
、
二
〇

一
五
年
秋
に
は
本
体
工
事
に
着
工
し
、
二
〇
一
九
年
に
竣

工
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
新
国
立
競
技
場
建
設

に
伴
い
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
本
部
建
物
と
南
に
隣
接
す
る
日
本
青
年

館
を
解
体
し
、
両
者
を
一
体
化
し
た
ビ
ル
を
建
設
す
る
こ

と
も
決
ま
っ
た
。
さ
ら
に
南
側
地
区
、
都
営
霞
ヶ
丘
ア
パ

ー
ト
も
、
観
客
の
滞
留
空
間
と
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
取

り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

野
宿
当
事
者
で
あ
る
原
告
ら
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、

「
生
活
に
影
響
の
あ
る
工
事
は
事
前
に
説
明
す
る
」、「
住

ん
で
い
る
間
は
工
事
は
し
な
い
」
と
い
う
当
然
の
人
道
的

な
措
置
を
約
束
し
て
き
た
し
、「
話
し
合
い
を
行
う
」と
述

べ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
ザ
ハ
案
の
白
紙
撤
回
を
経
て
、
そ

の
状
況
に
変
化
が
生
じ
た（
ザ
ハ
案
の
場
合
、
二
〇
一
五

年
一
〇
月
着
工
を
予
定
し
て
い
た
本
体
新
設
工
事
に
は
仮

設
準
備
工
事
や
準
備
工
事
の
工
程
も
含
ま
れ
て
い
た
た

め
、
ザ
ハ
案
の
撤
回
に
よ
り
、
従
前
示
さ
れ
て
い
た
工
事

予
定
は
変
更
に
な
っ
た
）。

二
〇
一
六
年
一
月
二
七
日
早
朝
に
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
事
前

予
告
な
く
大
量
の
警
察
官
・
警
備
員
を
動
員
し
て
、
明
治

公
園
三
箇
所
の
出
入
り
口
の
内
二
箇
所
の
封
鎖
を
強
行
し

明治公園野宿者排除国賠訴訟

東京　戸舘　圭之

シリーズ　 
③誰のためのオリンピック？

シリーズ　 ①誰のためのオリンピック？

2020東京オリンピック・パラリンピックで奪われたもの
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負
傷
者
等
も
出
る
事
態
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
二
〇
一
六
年
三
月
一
四
日
、
東
京
地
方
裁
判

所
に
対
し
て
、
土
地
明
渡
断
行
仮
処
分
命
令
申
立
事
件

を
、
原
告
ら
を
含
む
野
宿
生
活
者
三
名
を
債
務
者
と
し
て

申
し
立
て
た（
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
二
八
年（
ヨ
）第
七

六
一
号
）。

同
年
四
月
一
五
日（
金
曜
日
）、
東
京
地
方
裁
判
所
民

事
第
九
部
は
、
前
記
申
立
て
に
対
し
て
、「
債
務
者
ら
は
、

債
権
者
に
対
し
、
別
紙
物
件
目
録
記
載
の
土
地
を
仮
に
明

け
渡
せ
」と
い
う
仮
処
分
決
定
を
行
い
、
翌
日
一
六
日（
土

曜
日
）の
早
朝
、
本
件
仮
処
分
決
定
に
基
づ
く
執
行
が
行

わ
れ
、
原
告
ら
は
現
実
に
明
治
公
園
か
ら
排
除
さ
れ
た
。

三　

野
宿
者
排
除
の
違
法
性

公
園
等
の
公
共
空
間
に
お
い
て
起
居
せ
ざ
る
を
得
な
い

野
宿
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
あ
る
人
々
に
対
し
て
、
強

制
的
な
排
除
を
行
う
こ
と
は
、
国
際
法
上
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
法
に
お
い
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
に
お
い
て
も
、
公
園
等
に
居
住
す

る
者
に
対
し
て
立
ち
退
き
を
求
め
る
場
合
に
は
、
適
切
な

代
替
措
置
の
提
供
や
実
施
に
つ
い
て
の
調
整
等
の
説
明
、

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
法
的
に
要
請
さ
れ
、
現
実

に
も
、
行
政
等
が
行
う
場
合
は
そ
の
よ
う
な
手
順
を
一
応

遵
守
し
て
い
る（
も
ち
ろ
ん
、
行
政
主
体
の
中
に
は
か
か

る
手
続
を
踏
ま
ず
に
違
法
な
直
接
強
制
に
出
る
場
合
も
み

ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
司
法
に
よ
っ
て
違
法

性
が
認
め
ら
れ
断
罪
さ
れ
て
い
る
。
渋
谷
区
立
宮
下
公
園

に
お
い
て
、
渋
谷
区
が
直
接
強
制
に
よ
り
野
宿
者
を
排
除

し
た
事
案
に
つ
い
て
東
京
地
裁
、
東
京
高
裁
は
か
か
る
手

続
の
違
法
を
認
め
、
渋
谷
区
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
命
じ

て
い
る
。「
宮
下
公
園
事
件
」
東
京
地
判
二
〇
一
五
年
三
月

一
三
日
判
例
地
方
自
治
四
〇
一
号
五
八
頁
、
東
京
高
判
二

〇
一
五
年
九
月
一
七
日
に
よ
り
控
訴
棄
却
、
確
定
）。

野
宿
者
の
強
制
排
除
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
は
過
去

に
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
行
政
権
が
主
体
と
な

り
、
行
政
法
上
の
規
律
の
下
に
実
施
さ
れ
争
わ
れ
た
ケ
ー

ス
で
あ
り
、
本
件
の
ご
と
く
民
事
保
全
法
上
の
仮
処
分
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

本
件
は
、
公
園
廃
止
を
経
た
上
で
の
明
け
渡
し
断
行
仮

処
分
で
あ
り
、
外
形
上
は
、
私
権
に
基
づ
く
占
有
権
原
の

な
い
者
に
対
す
る
請
求
で
は
あ
る
が
、
公
園
内
で
起
居
す

る
野
宿
者
を
強
制
的
に
排
除
す
る
た
め
に
土
地
明
け
渡
し

断
行
の
仮
処
分
と
い
う
法
的
手
段
を
用
い
る
こ
と
は
、
過

去
の
事
例
に
お
い
て
も
前
例
が
な
く
、
本
件
仮
処
分
は
ま

さ
に
前
代
未
聞
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
本
件
仮
処
分
は
、
執
行
官
に
よ
る
執
行
行
為

が
民
事
保
全
法
、
民
事
執
行
法
上
で
定
め
る
手
続
を
順
守

し
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
多
く
、
保
全
執
行
区
域

外
の
執
行
を
行
っ
た
違
法
や
目
的
外
動
産
の
処
分
を
し
た

違
法
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

四　

本
件
訴
訟
の
意
義

本
件
訴
訟
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
公
園
等
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
空
間
か
ら
の
野
宿
者

を
排
除
す
る
国
家
権
力
側
の
動
き
に
抗
す
る
闘
い
で
あ
る

と
同
時
に
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
パ
ラ
開
催
そ
の
も
の
の
問

題
性
を
司
法
の
場
に
お
い
て
も
追
及
し
て
い
く
た
め
の
訴

訟
で
も
あ
る
。

二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
パ
ラ
開
催
に
つ
い
て
は
、
招
致
の

段
階
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
が
、
い
よ
い
よ
開
催
時
期
が
切
迫
し
て
い
る
現
時
点

で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
お
祭
り
ム
ー
ド
の

中
、
批
判
の
声
は
か
き
消
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

原
告
団
、
弁
護
団
と
し
て
は
、
公
共
空
間
に
お
け
る
野

宿
者
等
の
生
き
る
権
利
、
居
住
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
の
場
と
し
て
の
存
在
意
義
な
ど
を
訴
え
る
と
も
に
、
二

〇
二
〇
東
京
オ
リ
パ
ラ
開
催
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
、
奪
わ

れ
た
諸
々
の
価
値
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
司
法
の
場

で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

訴
訟
は
、
現
在
、
第
七
回
口
頭
弁
論
期
日
ま
で
進
ん
で

お
り
、
本
年（
二
〇
二
〇
年
）中
に
証
人
尋
問
等
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
あ
る（
弁
護
団
は
、
山
本
志
都
弁
護
士
、

吉
田
哲
也
弁
護
士
、
戸
舘
圭
之
弁
護
士
の
三
名
）。
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昨
今
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル（
法
科
大
学
院
）制
度
は
よ

ろ
し
く
な
い
と
か
、
廃
止
だ
と
か
、
そ
ん
な
意
見
を

耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
某
法
科

大
学
院
卒
の
私
に
と
っ
て
法
科
大
学
院
は
通
う
価
値

の
あ
る
場
所
だ
っ
た
し
、
通
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思

い
し
か
な
い
。
今
回
は
そ
ん
な
私
の
思
い
出
を
書
き

連
ね
よ
う
と
思
う
。

１　

受
験
に
必
要
な
知
力
と
、
実
務
家
で

　
　

必
要
な
根
性
を
得
た

私
の
場
合
、
大
学
の
時
は
判
例
よ
り
も
、
興
味
の

あ
る
学
説
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
た
。
大
学
の
成
績

は
そ
う
い
う
勉
強
で
も
点
が
取
れ
た
の
で
、
学
説
が

司
法
試
験
を
受
け
る
う
え
で
も
マ
ス
ト
な
勉
強
だ
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
法
科
大
学
院
で
は
、
司
法
試

験
を
受
け
る
う
え
で
も
、
実
務
に
出
て
か
ら
も
、
判

例
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
、
判
例
の
考
え
方
や
判
例

を
ど
う
使
う
の
か
が
重
要
だ
と
し
て
、
判
例
中
心
の

授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
私
は
法
科
大
学
院
に
入

ら
な
け
れ
ば
、
判
例
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
に
も
気

が
付
か
ず
、
司
法
試
験
に
も
落
ち
続
け
て
い
た
と
思

う
。ま

た
、
法
科
大
学
院
で
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド

の
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
中
に
は
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
怖
い
教
授
も
お
り
、
当
た
っ
た
が
最
後
、
ま
と
も

な
回
答
が
で
き
る
ま
で
他
の
人
に
回
答
権
を
移
し
て

も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
授
業
の
あ
と
泣
き
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
毎
週
授
業
の
前
に
胃

痛
で
胃
が
キ
リ
キ
リ
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

で
も
、
あ
の
経
験
が
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
期
が

上
の
先
生
で
あ
っ
て
も
怖
い
と
思
っ
た
人
は
い
な
い
。

少
々
語
気
が
荒
く
な
る
の
も
、
議
論
す
る
う
え
で
は

仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
間
違
う
と
き
は

間
違
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
そ
の
う
え
で
徹
底
し
て

議
論
す
る
の
は
楽
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
私
は
法
科
大
学
院
で
知
識
は
も
ち
ろ

ん
、
実
務
家
と
し
て
必
要
な「
根
性
」を
身
に
着
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

２　

大
切
な
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
た

法
科
大
学
院
で
、
司
法
試
験
に
受
か
る
で
あ
ろ
う

優
秀
な
友
達
と
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
裁
レ
ベ
ル
の
裁
判
例
か
ら
調
べ
つ
く
し
て
解
説
し
て

く
れ
る
友
達
、
判
例
も
学
説
も
詳
し
く
知
っ
て
い
る

友
達
、
合
格
す
る
に
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
答
案
が
書
け

れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
友
達
な
ど
、

私
は
法
科
大
学
院
で
い
ろ
ん
な
友
達
に
囲
ま
れ
た
。

友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
、
し
か
し
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
勉
強
が
で
き
た
の
で
、
自
然
と
私
も
司
法
試
験
に

「
合
格
だ
け
」
な
ら
で
き
る
成
績
に
達
し
て
い
た
。
大

学
院
の
友
達
が
い
な
け
れ
ば
、
私
は
試
験
に
は
受
か

っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
受
か
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
、
成
績
あ
が
ら
な
い
け
ど
ど
う
し
よ
う
、
そ

う
い
っ
た
悩
み
を
共
に
か
か
え
、
弱
音
を
吐
き
な
が

ら
、
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
一
緒
に
勉
強
し
た
友
達
と
の

大
阪

　脇
山

　美
春

大
阪

　脇
山

　美
春

し
ん

ち
ょ
ん
ご
ん

し
ん

ち
ょ
ん
ご
ん

と
み
お

と
み
お

私
と
法
科
大
学
院

私
と
法
科
大
学
院

―

課
外
活
動
の
ス
ス
メ

―

課
外
活
動
の
ス
ス
メ
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間
に
は
、
一
生
続
く
友
人
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

た
。
特
に
私
の
ク
ラ
ス
は
仲
が
良
か
っ
た
の
で
、
学
校

の
試
験
終
わ
り
の
飲
み
会
は
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
ま
で
や
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
彼
ら
と
は
今
で
も
時
々
会
っ
て
、
あ
の
と
き
の
辛

か
っ
た
話
や
、
今
の
仕
事
の
話
な
ん
か
を
し
て
い
る
。

彼
ら
と
の
友
人
関
係
と
い
う
、
一
生
の
宝
物
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

３　

未
修
の
方
々
の
見
聞
に
触
れ
る
こ
と

　
　

が
で
き
た

法
科
大
学
院
で
未
修
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
た
。
彼
ら
の
中
に
は
裁
判
所
書
記
官
だ
っ
た
人
も

い
れ
ば
、
医
師
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
た
し
、
海

外
に
留
学
し
て
い
て
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
満
点
、
と
い
う

人
も
い
た
。
法
学
部
か
ら
ま
っ
す
ぐ
法
科
大
学
院
に

進
学
し
た
私
が
見
て
き
た
の
と
は
、
全

く
違
う
世
界
を
見
て
き
た
人
た
ち
だ
っ

た
。彼

ら
の
意
見
や
、
も
の
の
考
え
方

は
、
生
粋
の
法
学
部
出
身
者
と
は
一
味

も
二
味
も
ち
が
っ
て
、
大
変
面
白
か
っ

た
。
こ
う
い
う
い
ろ
ん
な
経
験
を
し
た

人
が
、
法
曹
に
な
る
の
は
面
白
い
な
、

と
素
直
に
そ
う
思
っ
た
。

４　

自
分
と
は
違
う
気
持
ち
で
弁
護
士
に

　
　

な
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
と
仲
良
く

　
　

な
れ
た

自
分
と
は
法
曹
を
目
指
し
た
動
機
も
、
な
ろ
う
と

す
る
法
曹
像
も
ま
っ
た
く
ち
が
う
人
と
、
た
く
さ
ん

話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
紛
争
が
起
こ
っ
て
か
ら

そ
れ
を
解
決
す
る
よ
り
も
、
危
機
管
理
を
し
て
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
業
務
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
。
法
の
解
釈
適
用
を
や
っ
て
い
き
た
い
人
。
判
例

を
作
り
た
い
人
。
大
企
業
の
合
併
な
ど
に
携
わ
り
た

い
人
。
め
っ
ち
ゃ
お
金
を
稼
ぎ
た
い
人
。
あ
く
ま
で
自

分
と
家
族
を
養
う
う
え
で
適
切
な
仕
事
と
し
て
弁
護

士
を
選
ぼ
う
と
し
て
い
る
人
。
い
ろ
ん
な
人
が
い
た
。

い
ろ
ん
な
人
と
話
す
中
で
、
自
分
の
思
い
描
い
て

い
る
法
曹
像
は
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
と
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
思
い
描
い
て
い
る
法
曹

像
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
い
の
か
、
迷
っ
て
考
え

る
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
が
い
て
く
れ

た
か
ら
、
私
は
い
ろ
ん
な
事
務
所
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
・

イ
ン
タ
ー
ン
に
申
し
込
も
う
と
思
っ
た
。
そ
し
て
実

際
に
行
っ
て
み
て
、
あ
、
こ
れ
は
違
う
な
、
と
か
、
こ

の
業
務
は
面
白
い
な
、
と
か
い
ろ
ん
な
発
見
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

法
科
大
学
院
に
入
っ
て
迷
う
機
会
が
与
え
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
、
自
分
の
目
指
す
法
曹
像
が
よ
り
ク
リ
ア

に
な
っ
た
。
私
は
こ
う
い
う
弁
護
士
に
な
り
た
い
ん

だ
、
と
い
う
理
想
も
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

５　

結
語

以
上
の
よ
う
に
、
私
は
法
科
大
学
院
に
通
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
し
、
法
科
大
学
院
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
お
金
が
あ
る
人
し
か
通
え
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
の

は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
法
科
大
学
院
が
司
法
試
験
予
備
校
に
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
法
科
大
学
院
も
あ
る
、
と
伝
え
た
い
。
仮
に
そ

う
い
う
学
校
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
集
う
教
授
、

学
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。「
法
科
大
学

院
に
集
ま
る
人
た
ち
」
に
、
法
科
大
学
院
が
存
在
す

る
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

な
ん
に
せ
よ
、
法
科
大
学
院
に
通
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
物
好
き
な
弁
護
士
も
い
る
ん
だ
よ
と
い

う
こ
と
は
、
青
法
協
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
。
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『
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
を
護
る
』

  　
　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
発
行

  

著　

者
：
今
村
嗣
夫

  

出
版
社
：
明
石
書
店

  

定　

価
：
二
五
〇
〇
円
＋
税

  

四
六
判　

二
〇
〇
頁

あ
い
ち
　
北
村
　
　
栄

シリーズ

憲法を知るための

12冊
今
村
嗣
夫
著

今
村
嗣
夫
著『
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
を
護
る

『
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
を
護
る
』』

＊
百
選
で
お
な
じ
み

　

青
法
協
の
大
先
輩
、
今
年
で
八
八
歳
に
な
ら
れ
る
今
村

嗣
夫
先
生（
二
〇
期
）が
、
弁
護
士
人
生
五
〇
年
の
集
大

成
の
本
を
出
さ
れ
た
。
今
村
先
生
の
名
前
を
知
ら
な
い
人

で
も
、「
津
地
鎮
祭
訴
訟
」「
自
衛
官
合
祀
訴
訟
」を
知
ら

な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
弁
護
団
の
中
心
的
役
割

を
担
っ
た
弁
護
士
で
あ
る
。

＊
強
い
願
い
か
ら
発
し
た
集
大
成
の
本

　

こ
れ
ま
で
も
何
冊
も
の
著
書
を
出
さ
れ
て
い
た
が
、
今

回
の
出
版
は
弁
護
士
人
生
の
集
大
成
の
意
味
も
あ
ろ
う

が
、
ま
さ
に
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
近
時「
少
数
者
の
人
権

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
」こ
と
へ
の
怒
り
と
、「
こ

の
国
に
多
数
決
で
も
奪
う
こ
と
の
出
来
な
い『
少
数
者
の

人
権
』を
確
立
し
、
こ
の
国
の
民
主
主
義
を
確
か
な
も
の

に
し
た
い
」と
の
強
い
願
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
青
法

協
の
ル
ー
ツ
と
言
っ
て
も
良
い
。

＊
今
村
先
生
と
の
出
会
い

　

ま
ず
、
本
の
紹
介
の
前
に
、
今
村
先
生
と
の
出
会
い
を

語
ら
せ
て
頂
き
た
い
。
私
が
法
廷
に
立
つ
弁
護
士
を
初
め

て
見
た
の
が
今
村
先
生
で
あ
っ
た
。
私
の
長
い
司
試
浪
人

中
に
私
の
ル
ー
ツ
の
大
本
教
の
裁
判
の
代
理
人
を
さ
れ
て

い
た
の
が
先
生
で
、
私
も
途
中
か
ら
報
告
集
会
で
前
座
を

さ
せ
て
頂
き
、
何
年
か
後
に
法
務
省
で
最
終
合
格
発
表
を

見
て
す
ぐ
に
先
生
に
会
い
に
い
き
ス
テ
ー
キ
を
ご
馳
走
に

な
っ
た
。
私
が
大
尊
敬
す
る
方
で
あ
る
。

＊
本
の
内
容

　

今
回
の
著
書
は
、
目
次
で
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
先

生
の
弁
護
士
活
動
の
集
大
成
で
あ
る
。

［
目
次
］Ⅰ  

弁
護
士
の
こ
こ
ろ（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）、
Ⅱ  

少

数
者
の
人
権
―
中
学
生
と
考
え
る
多
数
決
主
義
の
限
界

（
自
治
会
と
神
社
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
日
の
丸
）、
Ⅲ  

最
高
裁

と
神
々
（
津
地
鎮
祭
違
憲
訴
訟
）、
Ⅳ  

靖
国
訴
訟（
愛
媛

玉
串
料
違
憲
訴
訟
）、
Ⅴ  

こ
わ
さ
れ
た
小
さ
な
願
い（
自

衛
官「
合
祀
」
拒
否
訴
訟
）、
Ⅵ  

赤
い
手
袋
の
少
女（
指

紋
押
な
つ
拒
否
訴
訟
）、
Ⅶ  

カ
ン
ナ
の
花
―
高
校
生
と
語

る
戦
後
補
償
・
人
権（
韓
国
・
朝
鮮
人
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
者
の

国
家
補
償
請
求
訴
訟
）、
Ⅷ 

『
わ
た
く
し
た
ち
の
憲
法
』を

読
む（「
日
本
」と
い
う
国
）

＊「
少
数
者
の
人
権
」へ
の
深
い
思
い

　

こ
の
中
で
、
全
編
を
貫
い
て
い
る
の
が
、「
少
数
者
の
人

権
」に
対
す
る
深
い
思
い
で
あ
る
。

　

今
で
こ
そ
、
我
々
は「
少
数
者
の
人
権
」こ
そ
護
ら
れ
る

べ
き
だ
と
声
高
に
叫
ん
で
い
る
が
、
実
は「
少
数
者
の
人

―
靖
国
訴
訟
・
指
紋
押
な
つ
拒
否
訴
訟
・

　

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
者
訴
訟
を
中
心
と
し
て

つ
ぐ
お
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権
」の
主
張
が
始
ま
っ
た
の
が
、
一
九
七
〇
年
に
津
地
鎮
祭

控
訴
審
の
最
終
準
備
書
面
の「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
」と

い
う
小
見
出
し
か
ら
だ
と
の
こ
と
。
当
時
、
多
数
決
で
事

柄
が
決
ま
っ
て
行
く
社
会
で「
少
数
者
の
人
権
」
と
の
大

見
出
し
を
つ
け
る
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
さ
に
、
先
生
は「
少
数
者
の
人
権
」の
開
拓
者
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
、
開
拓
者
の
苦
労
や
努
力
の
実
践
が

生
き
生
き
と
こ
の
本
で
は
語
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
個
別

の
記
述
で
は
、
自
衛
官
合
祀
訴
訟
の
大
法
廷
で
の「
人
権

感
覚
」の
弁
論
、
指
紋
押
な
つ
拒
否
訴
訟
の
少
女
の
言
葉

と
家
裁
の
通
知
書
の
内
容
、
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
者
訴
訟
の
チ
ョ

ウ
・
ム
ン
サ
ン
氏
の
遺
書
の
言
葉
に
胸
を
打
た
れ
た
。

＊
子
ど
も
や
若
い
人
の
た
め
に

　

次
に
、
こ
の
本
に
通
底
し
て
い
る
の
が
、
我
々
の
目
標

と
も
ま
さ
に
重
な
る
が
、
若
者
、
後
継
者
に
対
す
る
大
き

な
愛
情
と
期
待
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
本
も
そ
う
だ
が
、

こ
の
本
も
中
高
生
も
読
め
る
よ
う
、
平
易
な
言
葉
で
書
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
先
生
は
中
高
生
の
憲

法
に
つ
い
て
の
授
業
を
良
く
引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
よ
う

で（
見
習
い
た
い
）、
こ
の
本
で
も
自
衛
官
合
祀
訴
訟
、
Ｂ

Ｃ
級
戦
犯
者
訴
訟
な
ど
理
解
自
体
が
難
し
い
事
件
を
中
高

生
に
わ
か
り
や
す
く
話
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
引
用
が
多

数
あ
り
、
こ
の
本
を
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
て

い
る
。

＊
二
勝
一
敗
で
勝
ち
越
し
て
お
る

　

さ
ら
に
、
私
が
と
て
も
先
生
に
親
し
み
を
感
じ
る
の

は
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
、「
ま
あ
、
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
や
」

と
い
う
大
ら
か
な
人
柄
で
あ
る
。
私
も
こ
の
本
を
め
く
る

度
に
慰
め
ら
れ
て
い
る
。

　

先
生
は
、
一
〇
年
以
上
の
、
ま
た
最
高
裁
で
は
ひ
っ
く

り
返
さ
れ
る
よ
う
な
困
難
な
事
件
を
や
り
続
け
た
方
で
、

鬼
瓦
の
よ
う
な
頑
固
そ
う
な
お
顔（
失
礼
！
）を
さ
れ
て

い
る（
笑
顔
は
優
し
い
）た
め
、
厳
し
い
方
だ
と
一
見
見
ら

れ
る
が
、
全
く
逆
で
あ
る
。

　

自
衛
官
合
祀
訴
訟
で
、
一
、
二
審
で
勝
訴
し
た
の
に
最

高
裁
で
逆
転
敗
訴
し
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
私
は
大
好

き
で
あ
る
。「
報
告
集
会
で
二
勝
一
敗
で
勝
ち
越
し
て
お
る

と
胸
を
張
っ
た
。
会
場
か
ら
ど
っ
と
笑
い
と
拍
手
が
沸
い

た
が
、
翌
日
熱
心
な
支
援
者
か
ら
抗
議
の
電
話
が
来
た
。

最
高
裁
で
負
け
た
こ
と
を
も
っ
と
深
刻
に
受
け
止
め
な
く

て
良
い
の
か
。
日
本
の
精
神
的
風
土
を
変
革
し
よ
う
と
す

る
わ
れ
わ
れ
の
運
動
は
、
息
長
く
続
け
ね
ば
な
る
ま
い
。

〝
人
の
考
え
を
変
え
て
も
ら
う
に
は
時
間
が
か
か
る
〟、
肩

の
力
を
抜
い
て
、
む
し
ろ
楽
し
み
な
が
ら
や
ろ
う
や
、
と

弁
解
に
こ
れ
つ
と
め
た
」。

　

実
際
に
、
一
九
七
七
年
の
津
地
鎮
祭
大
法
廷
の
十
対
五

の
住
民
側
逆
転
敗
訴
の「
合
憲
」判
決
の「
苦
い
乾
杯
」か

ら
お
よ
そ
二
〇
年
後
に
、
愛
媛
玉
串
料
訴
訟
で
は
逆
転
し

て
十
三
対
二
で
住
民
側
逆
転
勝
訴
の「
違
憲
」
判
決
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。「
人
権
の
歴
史
は
、
多
少
の
ジ
グ
ザ
グ
は

あ
っ
て
も
、
必
ず
前
進
す
る
こ
と
を
確
信
し
た
い
」
と
の

先
生
の
言
葉
は
、
こ
れ
以
上
な
い
説
得
力
を
持
ち
、
我
々

に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

＊
虹
の
根
元

　

本
の
最
後
を
締
め
く
く
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
、
二
つ
の
憲

法
訴
訟
、
最
高
裁
大
法
廷
で
逆
転
敗
訴
し
た
と
き
、「
憲

法
は
も
う
歯
止
め
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
憲
法
は

理
想
に
過
ぎ
な
い
の
か
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
と
き
、

先
生
は
串
田
孫
一
の
農
村
青
年
と
出
会
う
と
い
う
。

　
「
野
で
働
い
て
い
て
虹
が
立
つ
と
、
馬
に
飛
び
乗
り
虹
の

根
元
を
見
に
行
く
ん
だ
と
言
い
残
し
て
す
っ
飛
ん
で
行
っ

て
し
ま
う
。
虹
の
根
元
が
地
上
に
な
い
こ
と
く
ら
い
わ
か

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
馬
に
乗
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

い
か
に
無
駄
な
努
力
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
で

も
野
を
駆
け
て
ゆ
く
の
だ
。
私
も
こ
の
串
田
孫
一
の
農
村

青
年
の
話
が
こ
の
う
え
な
く
好
き
で
、
と
き
ど
き
学
習
会

の
あ
と
の
飲
み
会
な
ど
で
若
い
人
た
ち
に
話
す
こ
と
も
あ

る
。」

　

最
後
に
、
リ
ル
ケ
が
好
き
で
、
詩
人
で
も
あ
る
先
生
の

詩
を
紹
介
し
て
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

　
　
「
闘
争
」

　

弱
虫
で
強
が
り
な
虎
が

　

曲
が
り
く
ね
っ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
道
を
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う
な
だ
れ
て
い
く
よ

　

今
日
も
破
れ
た
け
ど

　

見
て
て
ご
ら
ん

　

ま
た
闘
う
よ

＊
先
生
を
呼
ぼ
う
、
会
い
に
行
こ
う
！

　

こ
の
本
も
、
今
村
先
生
も
、
青
法
協
の「
宝
物
」で
あ

る
と
思
う
。
三
年
前
の
人
権
研
究
交
流
集
会
、
昨
年
の
あ

い
ち
支
部
の
六
〇
周
年
記
念
講
演
に
も
お
呼
び
し
た
が
、

ぜ
ひ
若
手
に
は
先
生
が
元
気
な
う
ち
に
直
接
会
っ
て
、
話

を
聴
き
、
交
流
を
し
て
頂
き
た
い
。
先
生
は
新
宿
御
苑
前

に
い
る
。

安
倍
首
相
主
催
「
桜
を
見
る
会
」
問
題
と
背
任
罪
で
の
告
発
状
提
出

安
倍
首
相
主
催
「
桜
を
見
る
会
」
問
題
と
背
任
罪
で
の
告
発
状
提
出

│
憲
法
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
あ
す
わ
か
グ
ッ
ズ
の
活
用
を
！

│
憲
法
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
あ
す
わ
か
グ
ッ
ズ
の
活
用
を
！

兵
庫
県

　上
脇

　博
之 

（
神
戸
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）

■ 「『
桜
を
見
る
会
』開
催
要
領
」の

　

 「
招
待
範
囲
」

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
は
一
九
五
二
年
四
月
二

八
日
に
発
効
し
、
連
合
国
に
よ
る
日
本
占
領
は
終
わ
っ

た
。
同
年
、
吉
田
茂
氏
は
内
閣
総
理
大
臣
主
催
と
し
て

「
桜
を
見
る
会
」を
開
催
し
、
そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ

れ
て
き
た
。

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
五
日
の
安
倍
晋
三
内
閣
閣
議
決

定
に
よ
る
と
、「
桜
を
見
る
会
」の
目
的
は「
内
閣
総
理
大

臣
が
各
界
に
お
い
て
功
績
、
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
招
き
、

日
頃
の
御
苦
労
を
慰
労
す
る
と
と
も
に
、
親
し
く
懇
談

す
る
内
閣
の
公
的
行
事
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
」
と

従
来
通
り
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
内
閣
の
公
的
行
事
な
の

で
、
招
待
者（
客
）の
参
加
費
や
新
宿
御
苑
の
入
園
料（
五

〇
〇
円
）は
無
料
で
、
か
つ
招
待
者
に
振
舞
わ
れ
る
、
た

る
酒
そ
の
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
オ
ー
ド
ブ
ル
や
お
菓
子
、

お
土
産
の
経
費
は
す
べ
て
公
金
か
ら
拠
出
さ
れ
て
き
た
。

二
〇
一
五
年「『
桜
を
見
る
会
』開
催
要
領
」は
、「
招
待

範
囲
」
を
次
の
よ
う
に
明
記
し
、
招
待
者
を
限
定
し
て
い

た
。「

皇
族
、
元
皇
族
、
各
国
大
使
等
、
衆
・
参
両
院
議
長

及
び
副
議
長
、
最
高
裁
判
所
長
官
、
国
務
大
臣
、
副
大

臣
及
び
大
臣
政
務
官
、
国
会
議
員
、
認
証
官
、
事
務
次

官
等
及
び
局
長
等
の
一
部
、
都
道
府
県
の
知
事
及
び
議
会

の
議
長
等
の
一
部
、
そ
の
他
各
界
の
代
表
者
等
」。

■ 

予
算
額
を
超
え
て
実
際
の
支
出
は
膨
張

し
か
し
、
二
〇
一
二
年
末
に
第
二
次
安
倍
政
権
が
誕

生
し
て
以
降
、「
桜
を
見
る
会
」の
公
費
支
出
額
は
増
え

続
け
た
。
二
〇
一
九
年
五
月
一
三
日
の
衆
議
院
決
算
行
政

監
視
委
員
会
で
日
本
共
産
党
の
宮
本
徹
議
員
は
、
二
〇

一
三
年
と
二
〇
一
九
年
の
契
約
額
を
比
べ
る
と
、
飲
食
物
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提
供
業
務
は
九
七
二
万
円
か
ら
二
一
九
一
万
円
へ
、
会
場

等
設
営
業
務
は
七
三
四
万
円
か
ら
一
八
一
四
万
円
へ
と
二

倍
超
に
膨
ら
ん
で
い
る
と
指
摘
。
同
会
の
総
経
費
に
つ

い
て
、
内
閣
府
の
井
野
靖
久
大
臣
官
房
長
は
、
二
〇
一
三

～
二
〇
一
九
年
度
の
予
算
額
は
各
年
度
一
七
六
六
万
六
〇

〇
〇
円
で
あ
る
一
方
、
支
出
額
は
二
〇
一
四
年
に
三
〇
〇

五
万
円
、
二
〇
一
八
年
に
は
五
二
二
九
万
円
へ
増
加
し
た

と
答
弁
し
た（
よ
り
正
確
な
数
字
は
後
掲
の
一
覧
表
を
参

照
）。二

〇
一
九
年
は
予
算
の
三
倍
の
五
五
一
八
万
七
〇
〇
〇

円
。
二
〇
二
〇
年
は
、
膨
れ
上
が
っ
た
参
加
者
数（
後

述
）に
合
わ
せ
る
形
で
予
算
額
を
膨
張
さ
せ
五
七
二
八
万

八
〇
〇
〇
円（
概
算
要
求
額
）と
し
た
。
だ
が
、
国
民
の

批
判
を
受
け
、
こ
れ
以
上
の
追
及
を
回
避
す
る
た
め
に
、

安
倍
首
相
ら
は
同
年
の「
桜
を
見
る
会
」の
開
催
を
中
止

し
た
。

■ 

支
出
額
の
増
額
の
原
因
は
招
待
者
数
の
増
大

で
は
、
前
述
の
飲
食
関
係
費
用
だ
け
で
は
な
く「
桜
を

見
る
会
」
全
体
に
お
け
る
実
際
の
支
出
が
予
算
額
の
三
倍

に
増
え
た
原
因
は
、
何
な
の
か
？

第
二
次
安
倍
政
権
下
の「『
桜
を
見
る
会
』開
催
要
領
」

の「
招
待
範
囲
」
に
明
記
さ
れ
た
招
待
者
数
は「
約
一
万

人
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
招
待
者
数
は
増
え
続
け
二

〇
一
九
年
に
は
一
万
五
四
〇
〇
人（
実
際
の
参
加
者
数
は
一

万
八
二
〇
〇
人
）だ
っ
た
か
ら
だ
。

菅
義
偉
官
房
長
官
は
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
三
日
の
記
者

会
見
で
内
閣
官
房
や
内
閣
府
か
ら
政
府
・
与
党
幹
部
や
各

省
庁
に
招
待
者
を
推
薦
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
こ
と
の

ほ
か
、
首
相
官
邸
に
つ
い
て
は「
首
相
、
副
総
理
、
官
房

長
官
、
官
房
副
長
官
に
対
し
て
推
薦
依
頼
を
行
っ
た
」
と

明
ら
か
に
し
た
。

■ 

第
二
次
安
倍
政
権
後
の
急
増
し
た

　

 「
与
党
議
員
の
事
実
上
の
招
待
枠
」

第
二
次
安
倍
政
権
で
は「
与
党
議
員
の
推
薦
枠
」の
実

態
は「
地
元
の
支
持
者
も
多
数
招
か
れ
て
い
る
」
し
、
安

倍
首
相
の
妻
・
昭
恵
氏
の
推
薦
枠
も
あ
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
そ
の「
枠
」が
雪
崩
を
打
っ
た
よ
う
に
膨
張
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
、「
安
倍
晋
三
後
援
会
」
が
推
薦
し
招
待
さ

れ
た
人
数
は
八
五
〇
名
余
り
も
い
た
。
安
倍
事
務
所
が
後

援
会
員
ら
に
送
付
し
た「
参
加
申
し
込
み
」に
は
、
家
族

や
知
人
、
友
人
が
参
加
す
る
場
合「（
用
紙
を
）コ
ピ
ー
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
推
薦

者
・
招
待
者
の
人
数
が
膨
れ
上
が
っ
た
。
こ
の「
推
薦
枠
」

は
事
実
上
の「
招
待
枠
」に
な
っ
て
い
た
。

以
上
の
安
倍
事
務
所
の
突
出
し
た
招
待
と
は
別
に
、

安
倍
首
相
は
二
〇
一
八
年
の
自
民
党
総
裁
選
や
二
〇
一
九

年
の
参
議
院
通
常
選
挙
の
た
め
に
、
通
常
招
待
さ
れ
な
い

地
方
議
員
ら
も
招
待
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

予
算
の
枠
も
、「
開
催
要
領
」の「
招
待
範
囲
」に
よ
る
限

年  月  日 予算額 実際の公費
支出額

予算超過額（国の
財産上の損害額）

予算超過額
（時効を考慮）

2014年4月12日 1766.6万円 3005.3万円 1238.7万円 時効

2015年4月18日 1766.6万円 3841.7万円 2075.1万円 2075.1万円

2016年4月 9日 1766.6万円 4639.1万円 2872.5万円 2872.5万円

2017年4月15日 1766.6万円 4725.0万円 2958.4万円 2958.4万円

2018年4月21日 1766.6万円 5229.0万円 3462.4万円 3462.4万円

2019年4月13日 1766.6万円 5518.7万円 3752.1万円 3752.1万円

合　計 1億6360.2万円 1億5121.5万円

2014年以降の「桜を見る会」の予算額、支出額、予算超過額
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定
も
、「
招
待
者
約
一
万
人
」も
、
す
べ
て
無
視
さ
れ
た
の

だ
。

■ 
刑
法
の
背
任
罪（
第
二
四
七
条
）で

    
告
発
状
を
提
出

「
桜
を
見
る
会
」
は
安
倍
首
相
の
主
催
な
の
で
、
安
倍

首
相
は
、
そ
の
た
め
の
予
算
一
七
六
六
万
六
〇
〇
〇
円

の
枠
内
で
、
そ
の「
開
催
要
領
」
の「
招
待
範
囲
」
を
遵

守
し
、
適
正
に
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
任
務
を
負
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
安
倍
首
相
は
、
そ
の
任
務
に
違
背
し
、

「
開
催
要
領
」の「
招
待
範
囲
」を
超
え
る
人
物
ら
を
招
待

し
た
た
め
、
予
算
を
超
え
て
支
出
が
な
さ
れ
、
国
に
財
産

上
の
損
害
を
与
え
た
。
予
算
超
過
額
は
二
〇
一
四
年
か
ら

二
〇
一
九
年
ま
で
を
総
計
す
る
と
一
億
六
三
六
〇
万
二
〇

〇
〇
円
で
、
そ
れ
が
国
の
損
害
額
に
な
る（
二
〇
一
三
年

も
予
算
超
過
が
あ
れ
ば
そ
の
分
国
の
損
害
額
は
増
え
る
）。

安
倍
首
相
は
、
こ
の
点
で
、「
背
任
罪
」（
刑
法
第
二
四
七

条
）に
問
わ
れ
る
べ
き
だ
。
た
だ
し
、
二
〇
一
四
年
は
公

訴
時
効
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一

九
年
ま
で
の
予
算
超
過
額（
国
の
損
害
額
）は
一
億
五
一
二

一
万
五
〇
〇
〇
円
に
な
る
。

そ
こ
で
、
私
を
含
む
全
国
の
研
究
者
一
三
名（
代
理
人

弁
護
士
は
五
一
名
）は
、
一
月
一
四
日
、
安
倍
首
相
を
背
任

罪
で
東
京
地
方
検
察
庁
に
刑
事
告
発
す
る
た
め
に
、
私

（
上
脇
）と
代
理
人
弁
護
士
三
名（
阪
口
徳
雄
、
澤
藤
統
一

郎
、
児
玉
勇
二
）は
告
発
状
を
東
京
地
検
に
提
出
し
た
。

「
桜
を
見
る
会
」
を
追
及
す
る
法
律
家
の
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た

「
桜
を
見
る
会
」
を
追
及
す
る
法
律
家
の
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た

法
律
家
団
体
共
同
の
取
り
組
み

青
法
協
弁
学
合
同
部
会
事
務
局
長

　田
村

　優
介

昨
年
の
臨
時
国
会
以
来
、
安
倍
首
相
が
主
催
し
て
き
た

「
桜
を
見
る
会
」の
問
題
が
、
国
政
上
の
大
き
な
関
心
事
と

な
っ
て
お
り
、
今
通
常
国
会
で
は
連
日
に
わ
た
っ
て
安
倍

首
相
や
官
邸
の「
嘘
」や「
ご
ま
か
し
」が
暴
露
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
自
由
法
曹
団
か
ら
、
安
倍
首
相
主
催
に

よ
る「
桜
を
見
る
会
」に
関
し
て
、
法
律
的
な
問
題
点
を

明
ら
か
に
し
て
追
及
す
る
た
め
の
法
律
家
の
共
同
行
動
を

進
め
よ
う
と
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
提
起
を

受
け
止
め
て
、
日
本
民
主
法
律
家
協
会
と
も
連
携
を
図
る

こ
と
と
し
、
当
面
、
法
律
家
三
団
体
で
共
同
行
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

す
で
に
、
宮
城
の
小
野
寺
義
像
弁
護
士
は
、「
桜
を
見

る
会
を
追
及
す
る
宮
城
の
会
」を
立
ち
上
げ
て
署
名
運
動

を
始
め
て
い
ま
す
。
長
野
で
は
毛
利
正
道
弁
護
士
が
同
じ

よ
う
に
市
民
団
体
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
安
倍

首
相
に
対
す
る
背
任
罪
で
の
刑
事
告
発
も
な
さ
れ
て
い
ま

す（
本
紙
一
三
頁
参
照
）。

野
党
も
昨
年
か
ら
追
及
チ
ー
ム
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

法
律
家
団
体
と
し
て
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
は
、
以

下
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

１　

各
地
の
運
動
の
報
告
と
交
流
、
さ
ら
に
は「
追
及
す

る
会
」の
結
成
呼
び
か
け

２　

法
的
側
面
で
の
分
析
、
検
討

３　

野
党
追
及
チ
ー
ム
と
の
連
携
と
支
援

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
、

本
年
二
月
二
〇
日
に「『
桜
を
見
る
会
』を
追
及
す
る
法
律

家
の
会
」を
参
議
院
議
員
会
館
に
て
行
い
ま
し
た
。
今
後
、

全
国
規
模
の
運
動
を
広
げ
、
安
倍
首
相
の
法
的
責
任
を
徹

底
し
て
追
及
し
て
い
き
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
に
法
律

家
の
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
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「『桜を見る会』を追及する法律家の会」結成の
呼びかけ人就任のお願い

安倍晋三総理大臣による国政私物化、国
民財産私物化に憤っている皆さん。

昨年の臨時国会以来、安倍総理が主催し
てきた「桜を見る会」の問題が、国政上の一
大焦点となっています。とりわけこの問題
は、安倍総理が、国の主催する「桜を見る
会」を、自らの支援者に向けて権勢を示し、
さらに今後の政治的地位を固めるため私的
に利用したという意味で、政治的・道義的
責任が問われているとともに、公職選挙法
や政治資金規正法、公文書管理法等々の法
律に抵触する違法な行為として、法的責任
も問われるべき問題です。

ところが、通常国会の論戦において安倍
総理は、野党による「桜を見る会」とその前
夜祭の追及に対し、客観的な書類の公表を
拒否するなど、納得のゆく説明を尽くそう
とせず、ひたすら逃げ切りをはかろうとして
おり、違法行為の疑惑はますます深まるば
かりです。

私たちは法の支配のもとに生きる法律家
として、一国の総理の違法行為疑惑を目の
前にしながら、ただ座して見ているわけに
はゆきません。いまこそ、私たち法律家が

率先して、「桜を見る会」の真相を解明し、
安倍総理の法的責任を追及するときではな
いでしょうか。

そこで今般、私たちは、「『桜を見る会』を
追及する法律家の会」（仮称）を結成しすで
に全国で取り組みを進めている人たちや団
体と相互に協力し合い、野党の対策チーム
とも連携して、安倍総理の法的責任を追及
する、全国規模の運動を立ち上げようと考
えました。

皆様におかれましては、ぜひ当会の設立
について呼びかけ人となっていただき、当
会が予定する集会への参加等の活動にご協
力いただけますよう、お願いする次第です。

ぜひ多くの方々にご参加くださいますよう
お願いいたします。

連絡先：弁護士　泉澤　章（東京合同法律事務所）

TEL 03─3586─3651　FAX 03─3505─3976

▶呼びかけ人への賛同受付アドレス
     bengaku@seihokyo.jp
簡単な肩書（〈弁護士・東京〉〈〇〇大学教授〉など）、
連絡先もお願いします。
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二
〇
〇
七
年
の
名
古
屋
で
の
人
権
研
究
交
流
集

会
か
ら「
裁
判
必
勝
法
」
と
い
う
分
科
会
を
四
回
企

画
し
続
け
て
い
ま
す（
二
〇
二
一
年
の
福
岡
で
も
や

り
ま
す
）。
困
難
な
事
件
だ
が
ど
う
し
て
も
勝
た
ね

ば
な
ら
な
い
裁
判
に
ど
う
し
た
ら
勝
て
る
の
か
、
を

追
求
す
る
企
画
で
、
そ
の
成
果
を
上
げ
た
ベ
テ
ラ
ン

会
員
や
裁
判
官
か
ら
深
ー
い
お
話
を
聴
く
人
気
企

画
で
す
。

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
、
先
人
の
職
業
的
な

知
恵（
デ
ィ
ー
プ
ナ
レ
ッ
ジ
）を
若
手
に
伝
え
る
も

の
で
す
が
、
そ
れ
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
と
気
づ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
人
の
お
話
の
中
に
、
た

ま
た
ま
と
か
、
幸
運
に
も
と
か
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
、
必
要
な
証
人（
関
係
者
）や
情
報
に
出
会
っ
た

り
す
る
と
い
う
話
が
よ
く
出
る
の
で
す
。
昨
年
の
自

衛
官
合
祀
訴
訟
の
今
村
嗣
夫
先
生
の
お
話
の
中
で

も
、
重
要
論
点「
隊
友
会
と
自
衛
隊
と
の
一
体
性
」

の
立
証
に
困
っ
て
い
た
と
き
、
あ
る
と
き
そ
れ
を
示

す
資
料
が
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
。

実
は
、
私
自
身
も
登
録
七
年
目
の
時
に
、
勝
て

る
と
は
思
え
な
い
集
団
消
費
者
事
件
が
来
て
し
ま

い
、
対
応
に
困
り
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
経
緯
か

ら
、
と
て
も
重
要
な
人
物
や
情
報
と
出
会
う
こ
と

が
出
来
、
勝
訴
的
和
解
で
解
決
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

紙
面
上
詳
し
く
は
書
け
ま
せ
ん
が
、
奇
跡
的
な

出
来
事
が
い
く
つ
も
起
こ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
き

っ
か
け
で
勝
て
る
と
思
え
な
い
事
件
に
ほ
ぼ
勝
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
起
き
た

の
か
。
そ
れ
は
、
難
し
い
事
件
で
手
探
り
状
態
で
し

た
が
、
こ
の
事
件
に
正
対
し
、
そ
の
時
に
出
来
る
こ

と
、
考
え
つ
い
た
こ
と
を
し
っ
か
り
や
り
遂
げ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
当
時
一
年
目
の
弁
護
士
と
二
人
で
や
っ

て
い
て
、
判
例
を
調
べ
類
似
訴
訟
を
さ
れ
た
三
重
の

弁
護
士
に
彼
が
一
度
聞
き
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
自

分
も
直
接
聞
き
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が
ふ
と
生

じ
、
同
じ
弁
護
士
に
再
度
私
も
聞
き
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
時
に
あ
り
得
な
い
偶
然
が
起
き
、
そ
の
日

に
同
時
に
そ
の
事
件
の
裁
判
官
に
も
会
え
、
重
要

な
話
を
聴
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を「
偶
然
の
一
致
」「
シ
ン
ク
ロ
ニ

シ
テ
ィ
」と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
人
の
こ
と
を

ふ
と
思
っ
た
と
き
に
、
道
で
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
り
、

電
話
や
メ
ー
ル
が
来
る
と
い
う
も
の
が
典
型
で
す
。

み
な
さ
ん
の
多
く
も
体
験
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
ど
う
し
て
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
科

学
的
に
は
十
分
解
明
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
心
を

込
め
て
目
の
前
の
こ
と
を
や
り
続
け
れ
ば
起
き
る
よ

う
で
す
。
そ
れ
を
体
験
す
れ
ば
、
弁
護
士
の
仕
事
の

や
り
が
い
を
、
い
や
そ
れ
以
上
に
、
人
生
と
い
う
も

の
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
、
不
思
議
で
、
楽

し
い
も
の
だ
と
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

  （
青
法
協
弁
学
合
同
部
会
議
長　

北
村　

栄
）

シンクロニシティ
の謎

～焦点を合わせると
　　現れる不思議～

〈
お
知
ら
せ
〉

機
関
紙
「
青
年
法
律
家
」一
月
号
一
八
頁
に
、
映

画
上
映
会（
日
本
民
主
法
律
家
協
会
と
の
共
催
・

二
月
二
五
日
）の
案
内
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
司
法
研
究
交
流
集
会（
一
一
月
一
四
日
）の
プ
レ

企
画
と
し
て
自
由
法
曹
団
も
含
め
三
団
体
共
催
で

行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

修
正
・
報
告
い
た
し
ま
す
。
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▼
月
に
一
度
の
編
集
会
議
、

毎
号
の
表
紙
写
真
の
準
備
、

校
正
紙
の
チ
ェ
ッ
ク
、
一
日

で
済
ま
す
よ
う
に
な
っ
た
近

年
の
夏
合
宿
、
そ
れ
に
暑
気

払
い
と
忘
年
会
、
そ
ん
な
と

こ
ろ
が
私
の
こ
の
四
〇
年
間
の
広
報
委
員
と
し
て
の

ル
ー
テ
ィ
ン
な
活
動
。
と
こ
ろ
で
、
考
え
て
み
る
と

我
が
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
は
実
は
と
て

も
深
刻
で
、
文
字
通
り
の「
青
年
法
律
家
」
は
女
性

弁
護
士
の
ふ
た
り
だ
け
。
▼
揃
い
も
揃
っ
て
能
天
気

な
我
が
広
報
委
員
は
同
じ
顔
触
れ
で
こ
の
二
～
三
〇

年 

＂政
権
交
代＂ 

も
せ
ず
に
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
ほ
ど

の 

＂長
期
政
権＂ 

は
我
が
青
法
協
の
数
あ
る
委
員
会
の

中
で
驚
異
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
存
在
だ
ろ
う
。
▼
そ
の

た
め
か
、
我
が
広
報
委
員
会
の
自
由
闊
達
な
気
分

の
せ
い
も
あ
り
、
と
き
に
編
集
方
針
が
ゆ
る
や
か
過

ぎ
、「
筆
禍
」
で
会
内
に
波
風
を
立
て
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
か
つ
て
悩
み
の
種
だ
っ
た
大
幅
な
発
行
遅

延
は
見
事
に
解
消
し
た
。
▼
偖
て
、
又
こ
の
一
年
も

『
青
年
法
律
家
』を
ラ
イ
バ
ル
紙
に
負
け
な
い
内
容
と

表
紙
写
真
を
提
供
し
た
い
が
、
最
近
は
親
御
さ
ん
の

警
戒
心
が
強
く
世
界
の
子
ど
も
だ
け
の
写
真
を
撮
る

の
は
結
構
難
し
い
。
街
に
氾
濫
す
る
自
撮
り
や
ス
マ

ホ
の
普
及
で
私
自
身
の
写
欲
も
フ
ィ
ル
ム
時
代
に
比

べ
る
と
相
当
落
ち
た
せ
い
も
あ
る
の
だ
が
。

（
宮
本
　
智
）

　

　

宮
崎
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

青
法
協
弁
学
合
同
部
会
は
、
後
記
の
要
領
で
第
四
回
拡
大
常
任
委
員
会（
春
の
全
国
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
宮
崎
）

を
行
い
ま
す
。
特
に
七
二
期
の
新
人
は
初
め
て
の
常
任
委
員
会
と
な
る
た
め
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

          

記

■　
日　
　

時　

二
〇
二
〇
年
三
月
六
日（
金
）一
三
時
～
七
日（
土
）一
二
時
半（
予
定
）

■　
場　
　

所　

宮
崎
市
内

■　
特
別
講
演　
「
三
・
一
一
か
ら
九
年
の
今
、
青
法
協
会
員
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」

　

 　
　
　
　
　

講
師
：
早
川
篤
雄
さ
ん（
避
難
者
訴
訟
原
告
団
長
）

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
笹
山
尚
人
会
員（
東
京
支
部
・
福
島
原
発
被
害
弁
護
団
事
務
局
長
）

■　
特
別
報
告　
「
事
実
を
争
う
裁
判
員
裁
判
に
ど
う
取
り
組
む
か
～
立
証
困
難
な
嘱
託
殺
人
事
件
を
経
験
し
て
～
」

　

 　
　
　
　
　

報
告
：
吉
川
健
司
会
員（
北
陸
支
部
・
福
井
県
弁
護
士
会
会
長
）

■　
地
元
企
画　
「
コ
ン
ビ
ニ
店
長
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
」　

　

 　
　
　
　
　

報
告
：
宮
崎
市
内
の
現
役
の
コ
ン
ビ
ニ
店
長
・
西
田
隆
二
会
員

今後の日程

【常任委員会（全国ミーティング）】
＊第４回（春）　
　2020年3月 6日（金）～ 7日（土） 

宮　崎
【第51回定時総会】
　2020年6月27日（土）～28日（日） 

宮城県

各委員会の日程

 スカイプでの参加を希望する方は、
本部事務局までご連絡ください。
【憲法委員会】　
　3月11日（水）10時半～  青法協本部
【修習生委員会】　
　3月18日（水）11時～     青法協本部
【広報委員会】　
　3月24日（火）18時～     青法協本部

第17回人権研究交流集会
（アクロス福岡）

2021年3月20日（土）午後　分科会
        3月21日（日）午前　全体会


